
京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」（平成 20年春号）
�



京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」（平成 20年春号）
�２

特集

新撰組 町娘

都
留
市
の
職
員
さ
ん
が
、
武

田
信
玄
な
ど
に
扮
し
「
動
か

ざ
る 

山
か
ら
湧
き
出
し
た

水
を
利
用
し
た
」
小
水
力
発

電
で
市
役
所
の
電
力
を
ま
か

な
っ
て
い
る
こ
と
を
を
Ｐ
Ｒ



京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」（平成 20年春号）
�

全国大会最優秀賞受賞に対す
るコメント

　本校森林リサーチ科は、発足以来一貫して「地元の木を使おう」と社会に働きかけてき
ました。数年前より温暖化防止の気運が高まってきた波に乗り、別の視点からも地元産木
材のＰＲを始めました。このことが高く評価され、本校を支援してくださる皆様の想いを
結集し、今回受賞できたことは大変うれしく思います。「ストップ温暖化」がテーマの大会
なので、CO2 排出削減を強調した発表になりましたが、本当に言いたいことは別にあります。
　そもそも温暖化の原因の一つは、先人達が子どもの幸せを願い築き上げてきた地域社会の
産業・文化・生活をないがしろにし、経済や利便性優先の社会構造になってしまったことだ
と思います。森の国、世界に誇れる木の文化を持つ日本の木材自給率が２割を下回っている
ことは異常事態です。手間暇を惜しまず、気候風土を生かし、自然の恵みに感謝できる真に
豊かな生活を京都議定書をきっかけに見直して欲しいと思います。この大会で発表された全
ての活動には、そんな願いが随所に込められ意義深いものでした。（同メールマガジンより）

　若々しい大工さんが舞台いっぱい活躍してくださり非常にエネルギッシュでした。
京都の主な産業である北山地域を中心とする林業。これはまさに地域で生まれ地域で消費
する、地産地消の一番代表的な典型ではないかと思います。
　産業と行政とそして教育の見事な一致。それが京都のこの活動になって現れたのでしょう。
　京都議定書、これは世界中が知っている言葉。その名に恥ずかしくない業績をみなさん
が挙げられて、これをさらに今度は全国に広め、さらに世界に発信していただく礎になる
と確信しております。おめでとうございます。

（北桑田高校の最優秀賞受賞時のコメントより）

　京都議定書発信地である京都府代表として、応援してくださる皆さんの期待に応えよう
と、精一杯頑張ってきました。結果発表のとき最後まで呼ばれなかったので、入賞できなかっ
たらどうしようと思い、とても緊張しました。
　最優秀賞の紹介で私たちが呼ばれたときは、まだ信じられませんでしたが、鴨下環境大
臣と握手したとき最高の充実感がこみ上げてきました。高校生でもここまでやれることが
証明できてとても感動しました。卒業後も地球環境に優しい社会を築けるよう頑張りたい
と思います。

（ストップ温暖化「一村一品」大作戦「すいマガ」編集部発行メールマガジンより）

　今回の 47 都道府県の取り組みはすべて優れた作品でした。一村一品からはじまり、取り
組みを日本中に広げ、すべての地域に活用していただく思いが秘められていたと思います。 
　今年は、京都議定書の第一約束期間に入り、この５年間のうちに、京都議定書で約束し
たマイナス６％の実現をめざす大変重要な時期です。 
　７月に洞爺湖で G8 サミットも行われ、地球温暖化問題は非常に大きなテーマです。み
なさんの取り組みを今度は環境省が参考にさせていただいて、政策の中に取り入れていく
とともに、皆さんのアイデアを日本中に広げて、それを全体の総合力としてやっていけば
低炭素社会を実現していけるのであろうと感じました。 

（全国大会閉会のあいさつより）
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　北桑田高校のみなさん！　京都府温暖化防止センターのみなさん！　京都府民の皆さ
ん！「ストップ温暖化『一村一品』大作戦全国大会」最優秀賞受賞おめでとうございます。
　1200 年の伝統の北山林業だそうですが、伝統というのは新しいことがたくさん付け加
えられた蓄積なのだと思います。その伝統の上に、皆さん方の手によってウッドマイレー
ジが付け加えられて、ウッドマイルズ研究会でもよろこんでいます。
　全国で地元の木を使う動きが産地の側から広まっていますが、ウッドマイルズ・ウッド
マイレージ CO2 はその動きを消費者側に広げる大切なキーワードです。また、木材の家に
住みたいという人たちに、林業のことを知ってもらうきっかけでもあります。温暖化対策
の関心は広がってきていますが、今がほんの出発点の循環社会を目指す息の長い取り組み
です。未来を担う高校生、そして森林リサーチ科の高校生がグランプリを獲得したことは、
明るい将来への力強いメッセージですし、循環社会における木材の将来にとっても素晴ら
しいことです。ますますの発展をお祈りします。
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審査員の方々
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お出かけマップ（時刻表）

お出かけマップ（地図）



京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」（平成 20年春号）
�



京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」（平成 20年春号）
�


